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〈注釈〉1): 地方都市の中でも、人口規模 20～ 30万前後であり、周辺市町村へのサー
ビスの提供などの機能を担う都市を地方中核都市とする。2): 中心市街地の衰退とし
て、人口減少、経済活動の停滞、および各都市の計画書等から、衰退を示す記述を基
に中心市街地の衰退とする。3):「釧路市中心市街地活性化基本計画」に示される計
画範囲から設定。4): コンパクトシティ - 持続可能な社会の都市像を求めて -/ 海道清
信 著、日本版コンパクトシティ /鈴木浩 著、等から整理 5): 木造建築を見直す /坂
本功 著、なぜ、いま木の建築なのか、等から整理 6): 市街地整備研究会 第二次中間
とりまとめ /国土交通省、等 7): 都市計画上の規制、空地率、木造率、建築年数、周
辺用途、街区分類、立地条件、上位計画との整合性の整理から。8): 立体駐車場、空き、
その他、を除き各階層で 1％以上を占める用途の種類を指す。
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